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今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

今
年
は
平
成　

年
、
西
暦
で
は

２０

２
０
０
８
年
で
す
。さ
て
こ
の
２
０

０
８
年
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
こ

と
を
国
際
的
に
定
め
た
「
京
都
議

定
書
」の
中
で
、
あ
る
重
要
な
意
味

を
持
つ
年
で
も
あ
り
ま
す
。

京
都
議
定
書
は
、
１
９
９
７
年

に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
気

候
変
動
枠
組
条
約
国
会
議
の
中
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
の

間
に
、
先
進
工
業
国
全
体
で
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を

１
９
９
０
年
に
比
べ
て
５
％
減
ら

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本

は
、
数
値
目
標
と
し
て
６
％
減
ら

す
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。今
年

は
ま
さ
に
、こ
の
目
標
達
成
に
向
け

た
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
現
実
は
、
こ
の
目
標
達

成
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
で
す
。な

ぜ
な
ら
環
境
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま

で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
逆
に
８.

３
％
増
加
し
て
、
目
標
達
成
の
た

め
に
は　
.
３
％
削
減
し
な
け
れ

１４

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。特
に
家
庭

か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
で
ば
、こ
の

期
間
中
に　
.
４
％
も
増
加
し
て
い

３１

ま
す
。今
年
か
ら
は
、
ま
ず
家
庭
内

で
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
と
い
う

意
識
を
、
み
ん
な
で
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。

温
暖
化
が
進
行
す
る
と
極
地
な

ど
の
氷
が
解
け
て
、太
平
洋
上
の
島

国
は
水
没
す
る
の
で
は
と
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
に
多
く

の
降
雪
が
あ
る
湯
沢
町
で
も
、
温

暖
化
の
影
響
は
目
に
見
え
る
形
で

現
れ
ま
す
。雪
が
降
ら
な
く
な
っ
た

ら
、
湯
沢
町
の
死
活
問
題
と
な
り

ま
す
。
冬
に
白
い
雪
で
覆
わ
れ
、
多

く
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
う
風
景
が
、

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
と

願
う
ば
か
り
で
す
。
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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十

年
の
干
支
の
最
初
の
年
頭
に
あ
た

り
、
町
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。就

任
二
年
目
の
昨
年
は
、
そ
の

前
の
年
の
豪
雪
か
ら
一
転
、
暖
冬

少
雪
と
な
り
、
湯
沢
町
そ
し
て
新

潟
県
の
ス
キ
ー
観
光
に
は
厳
し
い

年
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
近
年

は
自
然
界
の
厳
し
い
状
況
に
見
舞

わ
れ
て
い
て
、
日
頃
か
ら
真
剣
に

環
境
へ
の
配
慮
を
地
球
規
模
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
実
感
す
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
就
任
三
年
目
を
迎
え
ま

す
。行
財
政
改
革
の
面
で
は
、自
立

す
る
町
と
し
て
皆
様
と
協
力
し
、

自
立
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、

改
革
断
行
三
年
目
と
な
っ
た
現
在
、

五
億
円
削
減
と
い
う
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。ま
た
昨
年
は
、町
の

看
板
で
あ
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業

を
民
営
化
し
、中
央
公
園
、共
同
浴

場
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
民

間
の
経
営
感
覚
な

ら
で
は
の
取
組
み

で
、
観
光
振
興
に
寄

与
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

役
場
内
部
で
は
、

昨
年
4
月
に
課
の

統
廃
合
を
実
施
し
、

組
織
の
ス
リ
ム
化

と
フ
ラ
ッ
ト
化
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
来
の
「
町
民
満
足
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
今
年
も

継
続
し
、さ
ら
に「
企
画
立
案
能
力

向
上
の
研
修
」を
実
施
し
て
、職
員

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。よ
り
能
力
が
高
く
、機
敏
に

動
く
組
織
と
し
て
、
皆
様
の
付
託

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
の
交
流
で
は
、「
湯
沢
町
に
住

ん
で
み
ま
せ
ん
か
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
行
っ
て
い
ま
す
。事
業
の
柱

は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

体
験
入
居
と
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
の
皆
様
へ
情
報
を

提
供
す
る
季
刊
誌
の
発
行
で
す
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
、
湯
沢
町
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

そ
の
上
で
は
、町
の「
安
心
と
安

全
」は
不
可
欠
で
す
。保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
の　

時
間
体
制
医
療
と
高

24

齢
者
福
祉
、
防
災
体
制
の
整
備
等

に
よ
る
町
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

一
方
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

も
、
環
境
の
整
備
や
育
成
の
充
実

強
化
が
必
要
で
す
。
老
朽
化
し
て

い
る
湯
沢
中
学
校
建
設
を
含
め
て
、

少
子
化
に
対
応
で
き
る
町
の
教
育

に
つ
い
て
、
先
般
教
育
委
員
会
に

諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
香
田
晋
さ
ん
の
「
越
後

湯
沢
駅
」、
坂
本
冬
美
さ
ん
の
「
駒

子
〜
そ
の
愛
」が
発
売
さ
れ
、ご
当

地
ソ
ン
グ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

や
は
り
湯
沢
町
は
、
観
光
立
町
で

あ
り
、
観
光
立
県
の
新
潟
県
の
表

玄
関
で
す
。
こ
う
し
た
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
は
、
最
大
限
生
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
各
方
面
と
連
携
し

て
越
後
湯
沢
駅
を
活
性
化
す
る
な

ど
、
観
光
発
信
基
地
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
新
潟
県
広
域
観
光

の
進
展
を
担
う
よ
う
努
力
し
ま
す
。

今
年
も
、
こ
の
よ
う
に
湯
沢
町

総
合
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人

と
自
然
の
営
み
を
守
り
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
」を
踏
ま
え
て
、当
初
か

ら
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い

る
「
一
流
の
田
舎
町
」
を
目
指
し
、

越
後
湯
沢
の
再
構
築
を
町
民
皆
様

と
一
緒
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
明
る
く

す
ば
ら
し
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま

す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つつ　

湯
沢
町
長　

上
村　

清�
　



（3）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ
た
り
、一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
4
月
に
町
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
定
数
を
4
名
削

減
し
た
も
と
で
新
人
議
員
1
名
を

含
む
新
た
な　

名
が
決
ま
り
ま
し

12

た
。そ
の
後
、議
会
の
活
性
化
や
議

会
運
営
の
合
理
化
に
向
け
て
活
発

な
議
員
活
動
を
展
開
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
常
任
委
員
会
も
二
つ
の

委
員
会
か
ら
四
つ
の
委
員
会
へ
改

定
し
ま
し
た
。

7
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
民
主
党
が
圧
勝
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
衆
議
院
で
は
与
党
が
過
半
数
、

参
議
院
で
は
野
党
が
過
半
数
の
議

席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
国

会
は
ね
じ
れ
現
象
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
国
会
運
営
に
国
民
の
一
人

と
し
て
注
目
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、9
月
に
は
安
倍

晋
三
首
相
が
辞
任
し
、
替
わ
っ
て

福
田
康
夫
新
首
相
と
な
り
福
田
内

閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
界
で

は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
の　

年
ぶ
り
の

53

日
本
一
や
、
ジ
ャ
パ

ン
野
球
チ
ー
ム
が

今
年
8
月
に
開
催

さ
れ
る
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出

場
権
獲
得
な
ど
、
ま

た
相
撲
界
で
は
、
横

綱
朝
青
龍
の
3
か

月
間
出
場
停
止
、
時

津
風
部
屋
に
お
け
る
リ
ン
チ
事
件

な
ど
様
々
な
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
で
は
、
地
元
新
潟
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
が
Ｊ
1
昇
格
後
最
高

の
6
位
と
な
り
、
新
潟
県
民
の
一

人
と
し
て
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
若
者
に
よ
る
家
族
の
殺

傷
事
件
に
見
ら
れ
る
、
人
間
の
命

を
な
ん
と
も
思
わ
な
い
よ
う
な
犯

罪
が
多
発
す
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ

き
ニ
ュ
ー
ス
も
多
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
秋
の
原
油
の
値
上
が

り
に
伴
い
、ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
な
ど

が
大
幅
に
値
上
が
り
し
、
暖
房
費

用
な
ど
の
経
費
が
嵩
み
、
住
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
も
心
配
で
す
。

さ
て
近
年
3
年
間
は
「
新
潟
中

越
地
震
」、「
平
成　

年
異
常
豪
雪
」、

18

「
暖
冬
少
雪
」そ
し
て「
新
潟
中
越
沖

地
震
」
と
県
そ
し
て
湯
沢
町
に

と
っ
て
激
動
の
年
で
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は　

月
に
は
積
雪
が
異
例
と

11

な
る　
�
に
な
る
な
ど
、
尋
常
で

44

な
い
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
経
済
は
、
中
央
に
お
い

て
は
景
気
が
回
復
状
況
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
の

景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
は
い
い

難
く
、
地
方
及
び
観
光
に
ま
で
の

広
が
り
を
見
せ
る
に
は
、
ま
だ
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

町
政
に
お
い
て
は
、
国
の
歳
出

削
減
政
策
に
加
え
て
、
町
税
の
減

少
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

行
政
需
要
額
を
賄
う
こ
と
が
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は

数
多
く
の
行
政
課
題
の
中
か
ら
何

を
優
先
し
て
い
く
の
か
、
よ
り
具

体
的
・
合
理
的
な
判
断
が
今
後
も

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
現
状
で
は
あ
り

ま
す
が
、議
会
と
し
ま
し
て
も
、行

政
当
局
と
共
に
行
政
改
革
を
進
め
、

行
財
政
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

湯
沢
町
が
町
民
に
と
っ
て
本
当
に

住
み
よ
い
町
に
な
り
ま
す
よ
う
全

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議

会
を
代
表
し
、
新
春
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
の
ご
あ
い
さ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つつ　

湯
沢
町
議
会
議
長　
�
野　

榮
司　

湯沢町　冬の夜景
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後期高齢者医療制度って？後期高齢者医療制度って後期高齢者医療制度って？？
平成 20 年４月からはじまる

‐‐ＶＶｏｌ．ｏｌ．66‐ 保険料について ～その 2‐　保険料について　～その 2～～

75歳以上の方の医療保険制度が、今年４月から「後期高齢者医療制度」として新たにス
タートします。今回は保険料（その 2）について、そのポイントをQ&Aでお伝えします。

Ｑ 保険料率はどのくらいになりますか？

Ａ 平成２０・２１年度の保険料率は、所得割率は７.１５％、均等割額は１人につき
３５,３００円になります。

�１人当たりの保険料額は、加入者の所得に応じて決められる「所得割額」と、加入者
が均等に負担する「均等割額」との合計額です。（１人あたりの保険料賦課限度額は
５０万円です。）

�この保険料は、新潟県内後期高齢者の２年間の医療給付費（医療費から自己負担額を除いた額）の１割を、
下の図のように加入者全員でまかなえるよう算定され、広域連合議会において決定されました。

《医療費の財源構成図》

Ｑ 保険料の軽減制度はありますか？

Ａ 所得の低い方や、制度加入前日まで社会保険の被扶養者だった方には、それぞれ保険料の軽減制度
があります。該当となる方は、申請をしなくても保険料が軽減されます。また、地震や風水害などで
被害を受けた方は、申請をして認められると保険料の減免が受けられる場合があります。

 �所得が低い方への軽減制度 

�世帯の所得状況に応じて「均等割額」が軽減されます。

…軽減割合は、同一世帯内の加入者および世帯主（加入者でない方も含む）の合計所得金額をもととして、

次の基準により判定します。

�軽減判定時の年金所得計算方法は、次のとおりとなります。

 年金収入 － 公的年金等控除 － 特別控除（15万円）＝ 年金所得 

１人当たりの

保険料額
所得割額
（前年中の総所得金額－
基礎控除３３万円）×７.１５％

均等割額
1人につき
35,300 円

＝ ＋

同一世帯内の加入者および世帯主の合計所得金額均等割額 軽減割合

33万円以下の世帯7割軽減

33 万円 ＋（世帯主を除く加入者数×24万 5千円）以下の世帯5割軽減

33 万円 ＋（加入者数×35万円）以下の世帯2割軽減

保険料

1割

公費（国・県・市町村）

5割

支援金（若年者の保険料）

4割

窓口自己

負 担 額

� ��������������������������������������医療給付費

� ������������������������������������������医療費
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【問い合わせ】町民課町民生活班　℡７８４－３４５３

 �制度加入前日まで社会保険の被扶養者であった方への軽減制度 

�制度加入時から２年間、「所得割額」と「均等割額」が軽減されます。

…平成２０年４月から平成２１年３月までの軽減割合は、高齢者医療にかかる「凍結策」として特例で定め
られました。

Ｑ 保険料額のめやすはどれくらいになりますか？

Ａ 新潟県内後期高齢者の１人あたりの保険料年額の平均は、およそ６３,０００円となります。

《保険料のめやす》

均等割額所得割額
適用期間

軽減後の金額軽減内容軽減後の金額軽減内容

17,600 円5 割軽減0円かかりません加入時から 2年間

0円かかりません0円かかりません平成２０年１４月～平成２０年９月特
例 1,700 円9割軽減0円かかりません平成２０年１０月～平成２１年３月

年額保険料均等割額所得割額

10,500 円10,500 円0 円
� 公的年金収入 179 万円で単身者の場合
（均等割額７割軽減に該当）

74,600 円35,300 円39,300 円� 公的年金収入 208 万円で単身者の場合

104,600 円
68,900 円

35,300 円
35,300 円

夫分 69,300 円
妻分 33,600 円

� 夫：公的年金収入 250 万円
　 妻：公的年金収入 200 万円の場合

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

　

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

１２１２

� �������������������������������������������������������������������������������������������

１２月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

パシフィックコンサルタンツ㈱北陸支社３,７８０,０００ディスポーザー導入検討調査業務委託下委第３号

１
日

３
日

４
日

５
日

７
日

　

日
１１

　

日
１２

　

日
１３

　

日
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日
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日
１９
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沢
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）
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自
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湯
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害
時
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等
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定
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予
算
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�平成１９年度税制改正で、電子証明書を有する個人の電子申告　 eーTax （国税電子申告・納
イータックス

税システム）にかかる所得税の特別控除制度が創設されました。

�これを受けて、電子証明書を取得する人の増加が予想されます。電子証明書を取得するに
は、まず住民基本台帳カードを取得しなければなりません。湯沢町役場町民課で申請して、
このカードを取得できるまでには、１週間程度の期間がかかります。そして電子証明書の
取得は、このカードの取得後になります。（住民基本台帳カードを申請するとき、免許証、パ
スポートなど官公庁が発行した、写真付き身分証明書をお持ちでない場合は、町民課より
まず照会書を郵送し、本人確認ができた後に申請を受付します。）

�電子申告　 eーTax を利用するため、住民基本台帳カードを取得するときは、余裕を持って
イータックス

お早めに取得手続きをしてくださることをお願いします。また電子証明書を取得するとき
も、窓口が混み合わないように余裕を持ってお越しください。

 問い合わせ　町民課 町民生活班　℡ 784 － 3453  

� �������������������������������������������������������������������������������������������

個人の方は、更に便利です個人の方は、更に便利です！！
� ホームページからかんたんに申告できます

� 最高 5,000 円の所得税の税額控除があります

� 添付書類の提出が不要となります

� 還付金がスピーディーに処理されます

※ くわしい内容については、国税庁ホームページでご確認ください。（�������������	�
����

さらに便利で使いやすく！
ネットでどこでも申告・納税。

�ー���
国税電子申告・納税システム

国税電子申告・納税システム（e －  T   ax       ) とは？
イータックス

国税である所得税や消費税などの申告や納税を、自宅等からインターネットなどを通じて
行うことができるシステムです。特に源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・納付など、
利用回数の多い手続きには便利です。
 e－Tax を利用するには、住民基本台帳カードを取得し、そのカードに電子証明を記録する
イータックス

必要があります。

確定申告のための「電子証明書」の取得はお早め確定申告のための「電子証明書」の取得はお早めにに

平成１９年１２月２１日、湯沢町は災害発生時における応急対策
業務に関して、湯沢町建築工業組合と協定を締結しました。協定で
は、災害により倒壊、損壊した公共施設の復旧作業や、応急仮設
住宅等の建設作業などの要請を行うこととしています。
また同日、災害救助犬の出動に関して、災害救助犬十日町と協

定を締結しました。この協定では、救助を要する者の存在を災害救
助犬により確認する作業において、出動を要請することとしていま
す。
災害時における湯沢町の協力・応援協定は、同年２月１９日に

締結した「緊急時の建設資機材の調達」と、「救援活動に必要な燃
料確保にかかる物資の供給」以来の締結となりました。

協定を締結した二団体の皆さんと上村町長（中央）
（写真左は災害救助犬十日町、写真右は湯沢町建築工業組
合の、それぞれ代表の皆さん）

災害時におけ災害時におけるる応急対策業務応急対策業務とと
災害救助犬の出動に関する災害救助犬の出動に関する協協定を締結しました定を締結しました
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� �������������������������������������������������������������������������������������������

湯
沢
町
に
住
所
が
あ
り
、
１
年
以
上
の
長
期
に
わ

た
っ
て
入
院
や
入
所
な
ど
を
し
て
い
る
方
を
対
象
と

し
て
、
居
住
費
、
日
用
品
費
の
一
部
を
助
成
し
、
家
族
の

経
済
的
負
担
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

 
支
給
の
対
象
と
な
る
方 

病
院
ま
た
は
福
祉
施
設
に
入
院
、入
所
し
て
い
て
、次
の
い
ず
れ
の
一
つ
に
で
も
該
当
す
る
方

 

① 
年
齢　

歳
以
上
で
、
医
療
の
た
め
病
院
に
入
院
し
て
い
る
方

６５

 

② 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
方

 

③ 
老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

 

④ 
障
害
児
者
で
施
設
入
所
し
て
い
る
方

 

⑤ 
盲
・ 
聾
唖 
学
校
高
等
部
に
就
学
中
の
方

ろ
う
あ

 

※ 
②
、
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
入
所
・
入
学
前
に
、
湯
沢
町
に
住
所
を

 
 

有
し
て
い
た
方
も
含
む

支
給
さ
れ
る
条
件

 
支
給
さ
れ
る
条
件 

支
給
の
対
象
と
な
る
方
が
、平
成　

年
１
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
一
年
間
、一
度
も
退
院

１９

１２

３１

ま
た
は
退
所
し
な
い
で
入
院
ま
た
は
入
所
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
。

支
給
さ
れ
る
金
額

 
支
給
さ
れ
る
金
額 

年
額
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。（
支
給
方
法
は
口
座
振
込
で
す
。）

申
請
の
方
法

 
申
請
の
方
法 

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
、
捺
印
し
て
、
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切
り

 
申
請
締
切
り 

平
成　

年
１
月　

日
（
木
）

２０

３１

問
い
合
わ
せ
…

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

長
期
入
院
入
所

長
期
入
院
入
所
者者

援
助
事
業
に
つ
い

援
助
事
業
に
つ
い
てて

工
事
期
間
中
の
ご
協

工
事
期
間
中
の
ご
協
力力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
たた

「
野
中
橋
」
が
完
成

平
成　

年
よ
り
架
替
工
事
を
行
っ
て
い

１８

ま
し
た
、
Ｊ
Ｒ
上
越
線
中
里
こ
線
橋
が
完

成
し
、
平
成　

年　

月　

日
（
金
）
よ
り
一

１９

１２

１４

般
車
両
の
通
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和　

年
に
架
け
ら
れ
た
旧
橋
は
幅
員

３９

が
狭
く
、
大
型
車
の
対
面
通
行
が
困
難
で

し
た
が
、
新
し
い
橋
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
名
称
の
「
野
中
橋
」
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
橋
の
完
成
に
合
わ
せ
て
地
元
の
方
に

よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
が
完
了

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
た
、
町
道
主
水
楽
町
線
の
改
良

工
事
（
タ
カ
ハ
シ
ヤ
商
店
様
前
〜
林
商
店

様
前
）が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ

り
、
歩
道
と
車
道
の
段
差
が
解
消
さ
れ
、
障

が
い
を
持
つ
方
や
高
齢
者
の
方
も
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
段
差
解
消
の
工
事
に
あ
わ
せ
て
、

歩
道
に
は
低
め
の
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
夜
間
、通
行
す
る
方
の
足
元
を
明
る

く
照
ら
す
だ
け
で
な
く
、
雪
の
白
に
映
え

る
暖
か
い
光
で
、
通
り
を
彩
り
ま
す
。
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利子補給対象者 平成１６年大規模災害対策資金（地震対応枠）融資を受けた中小企業者

利 子 補 給 率 ０.４％

利子補給対象期間 借入日から５年間

今回の算定期間 平成１９年１月１日から平成１９年１２月３１日分まで

申 請 締 切 日 平成２０年２月１５日（産業観光課必着）
 ※ただし震災の混乱で関係書類が整えられない等、特段の事情がある場合は
 この限りではありません。

中越大震災による経済被害のため、新潟県の融資制度である「平成１６年大規模災害対策資
金」の融資を受けた中小企業者に対し、�新潟県中越大震災復興基金の利子補給制度が適用さ
れます。なお適用には、一定の条件があります。くわしくは、各金融機関または湯沢町役場産業
観光課（℡７８４－４８５０）までお問い合わせください。

中越大震災で県の融資を受けられた皆さま中越大震災で県の融資を受けられた皆さまへへ

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ

だ
っ
た
お
友
達
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
歯
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

（　

）
は
町
内
で
す
。

梅
沢　
 
百
十
輝 
さ
ん

も

と

き

広
川　
 
智
弥 
さ
ん

と
も
や

�
間　

ひ
よ
り
さ
ん

岩
村　
 
天
清 
さ
ん

て
ん
せ
い

池
田　
 
晴
登 
さ
ん

は
る
と

岸
野　
 
生
弥 
さ
ん

い
く
や

�
谷　
 
心 
さ
ん

こ
こ
ろ

太
田　
 
七
摘 
さ
ん

な
つ
み

二
階
堂　
 
叶
望 
さ
ん

か
な
み

八
木　
 
伊
武
輝 
さ
ん

い

ぶ

き

宮
野　
 
京
美 
さ
ん

こ
と
み

傳　
 
日
向 
さ
ん

ひ
ゅ
う
が む

し
歯
ゼ
ロ
の

お
友
達
で
す

� �������������������������������������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������

社会福祉法人苗場福祉会では、湯沢町中子地区に「小規模多機能居宅介護」「認知症対応型共同生活介護」を行う、
地域に密着する老人介護施設を現在建設中です。
この老人介護施設の入居者（利用者）について、次のとおり募集します。

受 入 開 始 平成 20 年 4 月 11 日（火）から

募 集 開 始 平成 20 年 1 月 15 日（火）から

募集人数と条件 �小規模多機能居宅介護施設…登録定員 ２５名（うち宿泊は１日９名まで・通所利用は１５名まで）
  �対象者は、原則として湯沢町民で要介護認定を受けている方。

 �認知症対応型共同生活介護施設（グループホーム）…定員 １８名
  �対象者は、原則として湯沢町民で要介護認定を受けていて、かつ主治医より認知症

  の診断を受けている方

申 込 み 先

�社会福祉法人 苗場福祉会 本部
℡０２５－７６５－３５００（担当 村山）

�社会福祉法人 特別養護老人ホーム こころの杜
℡０２５－７７０－１１２３（担当 廣田、関戸）

※申込用紙は、それぞれの窓口に用意してあります
が、お電話をいただければお送りします。

※申込用紙は、湯沢町役場健康福祉課にも用意して
あります。（℡７８４－４５６０）

施設完成予施設完成予想想

老人介護施設入居老人介護施設入居者者（（利用者利用者）募）募集集！！
�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�

�
�
�
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被害総額が昨年１１月末で約４億円被害総額が昨年１１月末で約４億円！！

振り込め詐欺の被害がなくなりません振り込め詐欺の被害がなくなりません！！
● 昨年１１月末現在、県内振り込め詐欺の被害　… … 312 件　被害総額 約 3億 9300 万円

内訳  �オレオレ詐欺 50 件 約 1 億 1600 万円
 �架空請求詐欺 86 件 約 1 億 3000 万円
 �融資保証金詐欺 168 件 約 1 億 4000 万円
 �還付金等詐欺 8 件 約 700 万円

● 被害の特徴
�振り込め詐欺全体の被害は、前年同期と比べて５４件減少していますが、

被害額は逆に約２０００万円も増加！

�特に架空請求詐欺の被害総額が、前年同期と比べて約３６００万円も増加
し、１件あたりの被害額も約１５０万円と高額！

�還付金等詐欺では、自動音声案内を電話に使用する手口が多発！

● 被害防止のポイント
� すぐ振り込まない（確認する）　　　� 一人で振り込まない（相談する）
� 通知された番号にはこちらから連絡しない

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

遠
慮
し
な
い
で
警
察
に
ご
相
談
を
！

１月２９日（火）中子資源ごみストックヤードは、

通常どおり、午前９時～午後４時まで開場します。
ストックヤーストックヤードド
開場のお知ら開場のお知らせせ

軽
度
生
活
援
助
事
業
に
よ
る

除
雪
費
の
援
助
に
つ
い

除
雪
費
の
援
助
に
つ
い
てて

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
な
ど
に
、冬
期
間（　

月
１

１２

日
〜
３
月　

日
ま
で
）
の
除
雪
費
を
援
助
す
る
事
業
で
す
。
障
が
い
や
高
齢
な
ど
で
、
労
力

１０

的
か
つ
経
済
的
に
自
力
で
除
雪
で
き
な
い
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

 
支
給
の
対
象
と
な
る
方 

�

概
ね　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
含
む
。）

６５

�

世
帯
主
が
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
者
（
１
〜
４
級
）

�

母
子
世
帯
（　

歳
以
下
の
子
ど
も
の
あ
る
世
帯
）

１５

�

そ
の
他
要
援
護
世
帯

 

こ
の
う
ち
次
の
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

 
・
生
活
保
護
世
帯

 
・
町
民
税
の
所
得
割
課
税
世
帯

 
・
現
に
居
住
し
て
い
な
い
世
帯

 
・
子
ど
も
や
親
戚
等
の
除
雪
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯

支
給
の
対
象
と
な
る
費
用

 
支
給
の
対
象
と
な
る
費
用 

�
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
か
か
る
作
業
費
や

落
と
し
た
雪
の
片
付
け
作
業
費

�
屋
根
の
融
雪
・
消
雪
に
か
か
る
燃
料
費
や
電
気
代

助
成
額

 
助
成
額 

�
3
0，
0
0
0
円
を
限
度
に
、3
月
末
に
助
成
し
ま
す
。（
支
給
方
法
は
口
座
振
込
で
す
。）

利
用
申
請
方
法
な
ど

 
利
用
申
請
方
法
な
ど 

�
 
ま
ず
申
請
書
を
提
出
し
て
、利
用
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
 
そ
の
後
担
当
地
区
民
生
委
員
を
通
し
て
、「
除
雪
実
施
報
告
書
」と「
領
収
書
の
写
し（
申 

請
者
名
）」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
締
切
日（
3
月
中
旬
）を
過
ぎ
る
と
、助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

・
湯
沢
町
役
場
健
康
福
祉
課　

℡
７
８
４
・
４
５
６
０

・
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
７
８
４
・
４
１
１
１
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２ ０ ０ ８ＭＦＪ公認

全日本スノーモビル選手権第 1全日本スノーモビル選手権第 1 戦戦 新新潟潟・湯・湯沢大会開催沢大会開催
期 日 ：1月 26 日（土）・27 日（日）　　　会 場 ：ノリタ光学跡地

■ 1 月 26 日（土） 公認 Ｂ級
 《入場料　無料》 承認 ワンメイクレース（ジュニア・レディース・一般）
  承認 スポーツ走行

■ 1 月 27 日（日） 公認 ジュニア
 観戦券 前売１,０００円 公認 Ａ級
 当日１,３００円 公認 ＳＡ級
 ※小学生以下無料

お求めは、びゅうプラザ越後湯沢、湯沢町観光協会
湯沢温泉総合案内所、湯沢カルチャーセンターで

問い合わせ：ＭＦＪ関東支部大会事務局
　　　　　　℡ 025 － 783 － 2403　

大会スケジュー大会スケジュールル

大会ボランティア・スタッフの募大会ボランティア・スタッフの募集集

1月 26・27 日の 2日間、大会運営にご協力くださる方を募集しています！

■ 応募資格 高校生以上。個人のほか、学校等のクラブ・職場単位での申込みも可能です。

■ 内　　容 会場内の清掃、片付け作業など。

■ 時　　間 午前 9時～午後 4時の間の実労 5時間程度。

■ 食事など 食事・軍手・その他用具は用意します。

■ 申込締切 1 月 21 日（月）

【申込み・問い合わせ】 冬’湯沢の活性化 ”スノーモビル”特化事業実行委員会事務局
 �湯沢町都市施設公社（湯沢カルチャーセンター内）℡７８４－１５１１

★大会が開催される当日は、会場周辺におい
て交通混雑が予想されます。会場周辺への
マイカー通行をできるだけ自粛し、交通混
雑の緩和にご協力くださいますようお願
いします。

■ 駐車場予定地
◎ 湯沢町役場 本庁舎駐車場

◎ ㈱森下組様 駐車場
（１月２６日は玄関前のみ）

◎ 湯沢カルチャーセンター 駐車場

◎ 湯沢中央公園 高架下駐車場

■ シャトルバスの運行
大会が開催される当日は、越後湯沢駅および各駐車場と大会会場の間に、無料シャトルバスが運行されます
ので、ご利用ください。

開始：午前１０時　終了：午後４時

1月 26日
エキシビション
空中ジャンプ戦

1月 26 日・27 日
美味いもの展
8ブース・20 品

1月 27 日　有料
スノーモビル体験試乗会
場所：モビルランド（野球場）

1月 27 日
メーカー代表選手の
サイン会　etc.
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キャンドルロード 天の川
今年のキャンドルライブは、JR越後湯沢駅西口か

ら布場ファミリーゲレンデ、そして湯沢高原ロープ
ウェイ山頂駅までの約3kmを、約2,000本のキャンド
ルの灯りでつなぎます。駅から温泉街、メイン会場と
なるファミリーゲレンデ、そして大峰山まで続くキャ
ンドルの灯りは、冬の「天の川」をイメージして、ス
タッフ、地元の有志やボランティアが、心を一つに作
り上げた希望のひかりの連なりです。
｢天の川も嫉妬する、今宵ひと時だけの雪灯り｣は、

冬の越後湯沢に 1日だけ舞い降ります。その美しさを
ぜひお楽しみ下さい。

スノーオブジェ
雪と光をテーマに、皆さまから募集したスノーオブ

ジェコンテストの作品にキャンドルを灯し、会場内を
装飾します。一人一人の思いが込められたオブジェが、
雪の上で輝きます。
オブジェを眺めながら、雪と灯りが作り出す柔らか

な光りに酔いしれてみてはいかがでしょうか？
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1
1
9
通
報
の
要
領
と
お
願
い
に
つ
い
て

湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ
（
第　

回
））

４２４２

湯沢消防署
℡７８４－３３７７

 一般の加入電話・公衆電話からの 119 番通報は…
通報の際には、ゆっくり落ち着いて、はっきりと指令室の質問に答えてください。

 通報例 あなた：局番無しの 119 番をダイヤル

  指令室：119 番消防です。火事ですか救急ですか ? 
  あなた：火事です！（救急です！）
  指令室：消防車（救急車）が向かう、住所（場所）はどちらですか？
  あなた：こちらは湯沢町大字湯沢○番地○（○マンション○号室）○○という家です。
  指令室：なにが燃えていますか？（どなたがどうされましたか？）　�簡潔に答えてください。
  指令室：あなたのお名前と電話番号を教えてください。
  指令室：消防車（救急車）が向かいます。

 お願い �通報時、消防隊（救急隊）に必要な情報を伝えるためいくつか聞く場合がありますが、危険が無い場合は、  
分かる範囲で構いませんので答えてください。

  �サイレンが聞こえて、危険が無く可能でしたら近くまで、車両の案内・誘導をお願いします。

 携帯電話、PHSからの 119 番通報は…
携帯電話・PHSから119 番通報する場合は、通報の要領については、一般の加入電話・公衆電話からの通報と同じですが、
次のことに注意してください。 

 お願い �自宅で通報する場合などは、一般の加入電話を使ってください。地図検索装置により現場を特定する時

  間の短縮となります。

  �電波の状態が悪い場合は、一般の加入電話または公衆電話から通報してください。

  �正確な住所がわからないときや屋外の場合は、近くにいる人に正確な住所を聞いて通報するか、もしく
  は目標になる交差点、バス停、店舗、大きな建物、公共施設などを教えてください。

※　火災現場・事故現場等では、自分の安全を最優先にして１１９番通報して下さい。

１１９番での問い合わせはやめて！
災害情報は、次のとおり確認してください。

★テレフォンガイド………� 782 － 1991　 �平時は休日救急当番医の紹介をしています。

★インターネット……������������	�
������　�パソコン・携帯電話に登録してもらえればすぐに確認できます。

指令室消防署

火災現場 1
1
9
番
通
報
か
ら

出
場
ま
で
の
流
れ
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

昨
年
中
は
、
各
種
公
民
館
活
動

に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
を

持
ち
ま
し
て
、予
定
し
て
い
た
事
業

も
、ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。新
し
い
年
を
迎
え
、公
民
館

並
び
に
雪
国
館
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
新

た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
、新
潟
県
は
地
震
、豪

雪
、
豪
雨
洪
水
と
立
て
続
け
に
天

災
に
見
舞
わ
れ
、
更
に
昨
年
７
月

に
は
中
越
沖
地
震
が
発
生
す
る
等
、

災
難
続
き
で
す
。湯
沢
町
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ら
の
風
評
被
害
が
大
き

く
影
響
し
、
観
光
の
町
に
と
っ
て
は

厳
し
い
現
実
を
突
き
付
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
年
こ
そ
は
良
い
年
で
あ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

激
動
す
る
世
界
情
勢
の
中
、
国

政
に
お
い
て
も
衆
参
の
ね
じ
れ
現

象
が
発
生
す
る
等
、
常
に
大
き
く

社
会
情
勢
は
変
化
し
続
け
て
お
り
、

今
ま
さ
に
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

自
分
自
身
を
見
失
う
こ
と
が
無
い

よ
う
自
己
研
鑽
を
重
ね
る
こ
と
が

肝
要
な
時
代
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
社
会
教
育
関
係
で

は
生
涯
学
習
の
重
要
性
が
益
々
高

ま
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
世
の
中
に

物
が
溢
れ
、
物
質
的
豊
か
さ
で
生

活
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
家
族

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
る

等
の
問
題
が
表
面
化
し
て
き
た
今

こ
そ
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
共
に
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
心
の
豊
か
さ

を
追
求
す
る
必
要
性
が
強
く
求

め
ら
れ
て
お
る
と
と
も
に
、今
後
更

に
高
齢
化
が
進
む
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
自
己
啓
発
の
必
要
性
も

益
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
少
子
化
も
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。人
口
構
造
は
、年
金
問
題
一
つ

を
考
え
て
も
現
在
の
逆
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
で
は
な
く
ド
ラ
ム
缶
型
が
理
想

と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
少
子

化
対
策
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援
事

業
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
更
に
充
実
さ
せ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
場
を
提
供
す

る
の
も
公
民
館
活
動
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
し
、
そ
れ
ら
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、本
年
も
一

層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
方

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
念
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

公
民
館
職
員
一
同

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

講 師内 容月月 日日Ｎｏ．

ハンターさん
ボストンの歴史について（野球 レッドソックス）１１月月 2288 日日1

マグナとの交流について22 月月 1188 日日2

ハンターさん・アーリンダさんフィリピンの文化や生活習慣について22 月月 2255 日日3

国際交流講国際交流講座座 参参加者募集加者募集
�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�

�
�
�

� 内 容 外国の文化や歴史、生活習慣などを学ぶ
 単発で 3回、それぞれ「1講座―1テーマ」になります

� 日 時 1 月 28 日（月）･ 2 月 18 日（月）･ 2 月 25 日（月）

 いずれも 午後 3 時 30 分～ 5 時 00 分

� 会 場 湯沢町公民館 3階会議室（２）

� 対 象 湯沢町に在住または在勤している成人

� 定 員 １回につき、15名程度

� 受講料 １回 300 円
 ＊受講料は、それぞれ当日徴収します。おつりがいらないようにお願いします。

� 講 師 ・ＡＬＴ ブランドン ハンターさん ・アーリンダ 鹿取さん（３回目のみ）

申込方法

１．湯沢町公民館窓口に直接申込む。
２．電話で申込む。《 ℡ 784 － 2460 》

※申込締切
 各回とも 5日前の水曜日 午後 5時まで 

【問い合わせ】湯沢町公民館（担当：山崎）　℡７８４－２４６０
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風
林
火
山
そ
し
て
私
の
兼
続
回
顧
録
（
２
）南

雲
一
明

◆　

再
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
「
直
江
兼
続
」
に
決
定
し
た
と
い
う
。

　
　

今
年
七
月
、
湯
沢
町
で
開
か
れ
た
「
直
江
兼
続
」
の
講
演
会
で
、
講
演
者
の
方
が

私
の
「
兼
続
・
湯
沢
町
生
誕
説
」
に
触
れ
ら
れ
た
と
複
数
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
。

　
　

講
演
者
の
方
は
「
兼
続
・
六
日
町
生
誕
説
」
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
謙
信
ば
り
に
論

敵
、
こ
の
私
め
に
塩
を
送
る
と
は
天
晴
れ
。
私
も
講
演
者
の
方
に
逢
う
て
は
、
か

か
っ
て
は
…
。

◆　

剣
豪
・
高
柳
又
四
郎
の
奥
義
を
今
の
世
に
伝
え
る
、
平
成
の
伝
承
人
・
私
は
、
こ

こ
十
年
余
、
兼
続
に
つ
い
て
は
そ
の
奥
義
「
音
無
し
の
構
え
」
を
貫
い
て
来
た
。「
兼

続
ブ
ー
ム
に
水
を
差
し
て
は
な
る
ま
い
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
今
後
も
そ
の
構
え
を

崩
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

　
　

が
、「
能
あ
る
鷹
」・
前
出
・
講
演
者
の
方
が
、
格
下
の
私
を
同
じ
土
俵
に
、
い
や
、

稽
古
土
俵
か
、
と
に
か
く
引
き
ず
り
出
し
て
下
さ
っ
た
と
あ
ら
ば
、
私
が
そ
の
胸
を

お
借
り
し
な
け
れ
ば
失
礼
だ
ろ
う
。

　
　

送
ら
れ
た
エ
ー
ル
に
何
か
お
応
え
し
な
け
れ
ば
…
。

　
　

如
何
せ
ん
、
音
無
し
の
構
え
が
長
過
ぎ
て
、「
う
む
」
抜
こ
う
に
も
、
な
ま
く
ら
刀

が
抜
け
な
い
。
錆
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
十
年
余
、
色
ん
な
方
か
ら
兼
続
に
つ
い
て

ご
教
授
を
賜
り
、
い
い
錆
止
め
は
あ
っ
た
の
だ
が
…
。

　
　

か
く
な
る
上
は
、
出
た
と
こ
勝
負
。
兼
続
・
湯
沢
町
生
誕
説
、
暖
め
直
し
、
味
つ

け
し
直
し
、
回
顧
録
調
で
、
い
ざ
、
見
参
。

◆　

こ
の
度
は
私
的
都
合
で
、
戦
国
時
代
、
熊
野
堂
に
あ
っ
た
寺
、
城
守
院
、
般
若
院

（
現
・
中
里
、
本
明
院
）
等
々
、
兼
続
親
子
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
ま
で
書
い
て
い
る

時
間
が
な
い
。

　
　

文
章
の
切
り
口
と
し
て
、
ほ
ん
の
少
々
言
い
伝
え
を
…
。

　
　

私
は
小
学
生
の
頃
、

　
　
「
昔
、
熊
野
堂
の
樋
口
姓
の
家
か
ら
殿
様
や
侍
が
出
た
」
父
か
ら
そ
ん
な
言
い
伝

え
を
聞
い
た
。

　
　
「
で
も
樋
口
姓
の
殿
様
な
ん
か
全
然
、
聞
い
た
事
が
な
い
よ
ね
」
私
は
疑
問
を
ぶ

つ
け
た
。

　
　
「
そ
う
だ
よ
な
」
父
も
首
を
傾
け
て
い
た
。
湯
沢
町
町
史
・
初
版
本
も
な
か
っ
た

時
代
の
話
だ
。

　
　
（
次
回
へ
つ
づ
く
）

投投
稿稿

応援します、あなたの生涯学習�エエルル・・ネネット「オープンカレッジット「オープンカレッジ」」

講座名： 「 空（くう）の心 ー無心ということー 」
 中越エコ・セーフティー学習協議会　長岡大学／長岡造形大学

平成２０年１月１９日（土） 午後２：４５～４：１５
「信仰」とは、神仏からの救済をもとめることであるのに対して、「信心」という禅
のアプローチは、自ら悟りを啓いて本当の自分になろうとすること。NHK教育テレ
ビ「心の時代」の元講師が、般若心経によって説かれている本質をわかりやすく解
説。「空」「無心」の世界観が見えてくる。

対　象 ● 成人
会　場 ● 湯沢町公民館 1階和室またはロビーで放送
申込み ● 湯沢町公民館　℡７８４－２４６０（担当：林）

※ 番組の詳しい内容については、公民館窓口のオープンカレッジニュー
スをご覧ください。また次のホームページでもご覧になれます。

http://www.opencol.gr.jp

日本童画の父 川上四郎記日本童画の父　川上四郎記念念

第第１１２２回回 越越後湯沢全国童画後湯沢全国童画展展 作作品募集品募集
●● 応応募締募締切切　平成 20 年 1 月 20 日（当日消印有効）
※応募要項（出品票）は、湯沢町公民館にて配布しています。
また湯沢町ホームページ（��������������	�
����	��������)からもダウンロードできます。

作作　　品品 作品は未発表のものに限ります。画材は問いません。額装不要 。

応募資応募資格格 １人２点まで。高校生以上。

ササ イイ ズズ Ｆ１０号サイズ（５３.０cm×４５.５cm）に限ります。

発発　　表表 平成２０年２月中旬  応募者に直接通知します。

作作 品品 展展 平成２０年３月１日（土）～３月１０日（月）

【作品の応募・問い合わせ】湯沢町公民館（越後湯沢全国童画展事務局）　℡７８４－２４６０
第１１回優秀賞「夏の引き出し」

井出 三太（千葉県）
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両
山
短
歌
会

十
二
月
詠
草

手
を
開
き
又
開
い
て
は
脈
を 
看 
る
冷

み

え
こ
む
夜
半
を
厠
に
向
う田

中　

英
男

カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
く
山
の
湯
に
ひ
た
り

つ
つ
し
ば
し
浮
世
の
苦
労
忘
る
る

高
橋　
　

操

又
一
軒
な
じ
み
の
雜
貨
屋
閉
じ
ら
る
る

初
雪
早
く
師
走
と
な
り
ぬ

南
雲
ミ
ヨ
シ

満
開
の
菊
に
重
た
き
初
雪
が
休
む
間

も
な
く
容
赦
な
く
降
る

橋
本　

秋
治

理
解
力
乏
し
く
な
り
て
読
む
楽
譜
ピ

ア
ノ
に
向
へ
ど
指
は
動
か
ず

　

丸
山
富
美
子

霜
月
の
中
頃
に
し
て
初
雪
の
ド
サ
ッ

と
降
り
て
皆
慌
て
た
り

山
田
千
栄
子

散
歩
道
木
枯
し
強
く
吹
き
通
り
雲
低

く
垂
れ
雪
を
乞
う
や
に

石
田　
　

勲

庭
先
の
見
事
に
染
ま
る
柿
紅
葉
雪
を

か
む
り
て 
呆
気 
な
く
散
る

あ
っ
け

牛
木
三
保
子

こ
の
頃
は
遊
ぶ
子
等
な
き
公
園
の
地

面
埋
め
て
落
葉
散
り
敷
く笠

松　

ミ
ツ

立
冬
の
か
も
め
飛
び
交
う
日
本
海
海

辺
の
宿
に
友
と
語
り
ぬ�

橋
千
代
子

今
日
も
ま
た
薄
枠
ハ
ガ
キ
そ
の
一
枚

秋
に
見
舞
い
し
友
の
も
の
な
り

剣
持　

越
峰

玄
冬
の
暮
る
る
海
原
群
が
り
て
飛
び

交
う
?
を
友
と
眺
め
り

剱
持　

政
子

緑
か
ら
赤
黄
色
に
変
わ
り
た
る
紅
葉

す
す
む
木
々
に
陽
の 
輝 
る

て　

島
崎　

秋
汐

 
三
面
川 
の
鮭
群
れ
な
し
て
遡
上
す
る

み
お
も
て

母
な
る
川
は 
永
遠 
に
流
れ
り

と
わ

鈴
木
ス
ミ
子

病
室
の
窓
よ
り
眺
む
人
、
車
、
自
転
車

行
き
交
ふ
夕
暮
れ
の
街

関　

き
よ
み

も
の
忘
れ
邀
し
い
日
々
の
中
に
い
て

昔
の
夢
は
鮮
や
か
に
覚
ゆ神

林　

豊
野

霧
の
降
る
沼
に
向
か
い
て
朝
の
膳 
設 

し
つ
ら

え
ら
る
る
山
の
湯
の
宿�

井
や
す
子

冬
構
い
窓
に
栗
鼠
跳
ぶ
枯
木
立
日
輪

淡
く
師
走
に
入
る

�
野　

忠
重

心
し
て
日
々
を
過
ご
さ
ん
冬
は
風
邪

年
中
行
事
の
ご
と
く
に
あ
れ
ば

南
雲　

ま
さ

一
晩
で
ま
さ
か
と
思
ふ
ほ
ど
積
も
る

霜
月
二
十
日
初
雪
に
し
て南

雲　

武
貞

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ

十
二
月
詠
草

 
終
焉 
の
地
も
定
ま
り
て
ケ
ア
ハ
ウ
ス

し
ゅ
う
え
ん

旅
立
つ
ま
で
は
寄
留
者
と
な
り

渡
辺　

四
季

昨
日
ま
で
秋
の
名
残
り
の
里
も
み
じ

白
き
衣
に 
季 
を
思
え
り

と
き

笛
田
テ
ル
子

妹
は
運
命
な
れ
ば 
嫁 
し
て
よ
り
遠
く

か

に
住
み
て
逢
え
ぬ 
幾
年 

い
く
と
せ

井
熊
は
る
ゑ

一
年
の
あ
ま
り
の
早
さ
に
一
日
を
今

日
は
今
日
と
心
し
て
す
ご
す荒

木
智
栄
子

紅
葉
は
白
一
色
に
衣
替
え
峽
の
湯
の
町

霜
月
半
ば

南
雲　

ま
さ

　

俳　

句

初
雪
や
雪
譜
の
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
す

た
し
な
め
て
我
が
友
と
な
り
菊
枯
る

る

渡
辺　

四
季

か
ら
か
ら
と
枯
葉
と
共
に
家
路
か
な

曼
珠
沙
華
空
に
は
じ
け
て
色
増
せ
り

横
田　

昭
江

木
枯
や
残
り
し
柿
に
笑
顔
あ
り

冬
来
た
る
駒
子
の
部
屋
に
美
人
草

岩
館　

忠
治

初
雪
に
彩
失
い
し
野
山
か
な

食
ふ
人
の
な
き
や
た
わ
わ
な
残
り
柿

星
名　

彩
雲

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

句
会　

紅
山
桜

　
　

季
題 
枯
草
（ 
草
枯 
）
当
季
雑
詠

く
さ
が
れ

 

杉
は
や
し 
冬
霞 
し
て
昼
憩
う

ふ
ゆ
が
す
み

 

草
枯
の
見
納
め
と
な
り
造
成
地 

菜　

花

 

ひ
や
か
し
の
羽
子
板
市
の
手
締
か
な

 

草
枯
の 
牧
場 
に
憩
う
牛
の
群
れ 

め
ぐ
み

ま
き
ば

 

ふ
と
寝
覚
め
も
の
の
音
な
き
冬
の
夜

 

草
枯
や 
寂 
れ
し 
杭 
の
売
地
あ
り 

ふ
じ
の

さ
び 

く
い

 

早
や
ば
や
の
初
雪
盆
栽
埋
め
に
け
り 

舟　

二

 

寝
返
り
に
肩
口
寒
し
夜
明
け
か
な

 

草
枯
て
忘
れ
し
軍
手
出
て
来
た
り 

雄　

水

 

初
雪
や
屋
根
に
積
も
り
て
大
慌
て

 

枯
草
や
上
越
線
の
無
人
駅 

香　

葉

 

街
道
は
拡
幅
工
事 
霰 
降
る

あ
ら
れ

 

濡
れ
縁
の
下
に
枯
草
伏
し
て
お
り 

彩　

雲

 

我
が
城
や
小
窓
の
障
子
又
開
け
る

 

草
枯
て
林
を
広
く
風
が
行
く 

　

津

 

足
音
を
背
に
返
し
つ
つ
年
惜
し
む

 

映
え
る
も
の
皆
地
に
伏
し
て
草
枯
る 

四　

季

 

初
雪
や
ま
な
こ
に
沁
み
る
三
分
粥

 

草
枯
て
川
面
に
け
む
り
立
ち
に
け
り 

俊　

雪
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インターハイの開催は、新潟県では 7年ぶり、湯沢町では初となります。国内最大規模のスポーツ
の祭典であり、全国からよりすぐりのスキー選手が訪れ、威信をかけた熱戦を繰り広げます。また、
地元選手の活躍にも期待が高まります。
このビックイベントを町一団となって盛り上げましょう！

開会式
日 程 ２月２日（土） 午後 2時～

会 場 湯沢カルチャーセンター アリーナ

アルペン競技
日 程 ２月３日（日） 午前 9時 30 分～ 男子ジャイアントスラローム

 ２月４日（月） 午前 9時 30 分～ 女子ジャイアントスラローム

 ２月５日（火） 午前 9時 30 分～ 男子スラローム

 ２月６日（水） 午前 9時 30 分～ 女子スラローム

会 場 苗場スキー場

ジャンプ競技
日 程 ２月３日（日） 午前 10 時 00 分～ スペシャルジャンプ

 ２月４日（月） 午前 10 時 00 分～ Ｎ・コンバインドジャンプ

会 場 新潟県塩沢ジャンプ台

インターハイ

第５ ７回全国高等学校スキー大会
インターハイ

第５ ７回全国高等学校スキー大会

ジャンプ競技

アルペン競技

開会式

魚沼の光輝く雪上に熱い魂刻み込魚沼の光輝く雪上に熱い魂刻み込めめ

【問い合わせ】
第 64回国民体育大会冬季大会スキー競技会・
第 57回全国高等学校スキー大会　湯沢町実行委員会　　℡ 785 － 2250　　� 780 － 6156
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国
有
林
の
管
理
経
営
に
皆
さ
ま

の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、

意
見
や
提
言
を
お
聞
き
し
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
り
す
る
「
平
成　

年
度
国
有
林

２０

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成　

年
２
月　

日（
木
）ま
で

２０

１４

【
募
集
人
員
】

　

名
７０

【
モ
ニ
タ
ー
期
間
】

平
成　

年
４
月
〜

２０

平
成　

年
３
月（
予
定
）

２１

【
応
募
方
法
】

郵
便
は
が
き
に
次
の
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
期
間
内
必
着

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
住
所
（
郵
便
番
号
）、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

き
っ
か
け

・
応
募
の
理
由（
1
0
0
字
程
度
）

※
応
募
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、

関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（�������������������������

�������������������������� �

�����

������ �
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

℡
０
２
７
・
２
１
０
・
１
１
５
０

新
潟
県
弁
護
士
会
は
、
多
重
債

務
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
サ

ラ
金
、ク
レ
ジ
ッ
ト
、住
宅
ロ
ー
ン

等
に
関
す
る
問
題
を
対
象
に
し
た

無
料
の
法
律
相
談（
面
談
相
談
）を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
面
談
相
談
の
ほ
か

次
の
と
お
り
、
無
料
の
電
話
ガ
イ

ド
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
電
話
ガ
イ
ド
で
は
、弁
護

士
が
電
話
で
多
重
債
務
の
解
決
方

法
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
面
談
相
談
の
予
約
を
受
け

付
け
た
り
し
ま
す
。

【
無
料
電
話
ガ
イ
ド
】

℡
０
２
５
・
２
２
６
・
７
８
７
８

※
多
重
債
務
相
談
無
料
電
話
ガ
イ

ド
の
専
用
番
号
で
す
。

【
開
設
時
間
】

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

（
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

2
0
0
9
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
の
直
江
兼
継
の
お

話
や
、
伝
え
て
い
き
た
い
、
昔
の

雪
国
湯
沢
の
暮
ら
し
や
懐
か
し
い

ふ
る
さ
と
の
味
。

歴
史
研
修
会
の
後
に
、
食
文
化

体
験
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
田
舎

の
味
を
堪
能
す
る
味
見
会
や
、
お

料
理
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

料
理
の
レ
シ
ピ
も
お
持
ち
帰
り

頂
け
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】

平
成　

年
３
月　

日
（
水
）

２０

２３

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

【
会
場
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

研
修
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン

【
参
加
費
】

１，
０
０
０
円

（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

【
参
加
資
格
】

・
湯
沢
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方
（
中
学
生
以
上
）

・
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
方

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
観
光
協
会

℡
７
８
５
・
５
５
０
５

※
く
わ
し
く
は
、
１
月
中
旬
に
配

布
、
新
聞
折
込
予
定
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
灯
油

ま
た
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
利
用
世
帯

を
対
象
と
し
た
総
務
省
承
認
の
統

計
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
月
別
の
使
用
量
、

金
額
や
、
家
族
人
数
等
利
用
環
境

な
ど
の
基
礎
事
項
で
す
。
謝
礼
と

し
て
、
2，
０
０
０
円
の
図
書
カ
ー

ド
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成　

年
２
月　

日（
金
）ま
で

２０

１５

【
募
集
世
帯
】

１
０，
０
０
０
世
帯

【
モ
ニ
タ
ー
期
間
】

平
成　

年
４
月
〜

２０

平
成　

年
３
月

２１

（
回
答
は
６
か
月
ご
と
の
２
回
）

【
応
募
方
法
】

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

��������������������������

��������������������������� �

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

「
灯
プ
ロ
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
明

記
の
上
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、使
用
し
て
い
る
燃
料�
灯

油�
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス�
灯

油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
両
方
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

�
０
３
・
３
５
３
４
・
７
４
２
２

【
問
い
合
わ
せ
】

�
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
３
・
３
５
３
４
・
７
４
１
１

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

多
重
債
務
相
談

無
料
電
話
ガ
イ
ド
の
設
置

灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

湯
沢
の
魅
力
に
ふ
れ
る
会

〜
歴
史
・
食
文
化
〜

今月の納税今月の納税等等

（ 第 ４ 期 ）
（ 第 ７ 期 ）
（ 第 ４ 期 ）

町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
納期限は、１月３１日�です。

（口座振替日は、１月２８日�です。）
※納税相談は、税務課収納班（℡７８４－３４５２）
で受け付けています。
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今
年
は
子
年
で
す
。
十
二
支
の

最
初
の
干
支
と
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
子
年
が
十
二
支
の
一

番
手
な
の
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
昔
、

中
国
で
時
刻
や
方
角
を
表
す
の
に

用
い
た
子
（
し
）、
丑
（
ち
ゅ
う
）、
寅

（
い
ん
）
…
…
の
十
二
の
方
位
に
そ
れ

ぞ
れ
の
動
物
を
当
て
は
め
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
神
様

の
も
と
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
来
た

順
番
で
、
ネ
ズ
ミ
が
一
番
だ
っ
た
か

ら
と
い
う
逸
話
の
方
が
有
名
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
話
で
ネ
ズ
ミ
は
、

足
が
遅
い
か
ら
と
早
く
に
行
っ
て
い

た
牛
の
背
中
に
ち
ゃ
っ
か
り
乗
っ
て
、

一
番
乗
り
を
果
た
し
た
と
か
、猫
に

う
そ
を
教
え
た
た
め
猫
が
十
二
支

に
入
れ
ず
、
そ
れ
以
来
追
い
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
ど
こ
か

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
は
、 
齧
歯 
目
（
ネ
ズ
ミ

げ
っ
し

目
）
に
属
す
る
哺
乳
類
。
ア
ニ
メ
や

ペ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
ハ
ム
ス
タ
ー

も
同
じ
仲
間
と
な
り
ま
す
。
ネ
ズ

ミ
は
上
下
の
あ
ご
に
そ
れ
ぞ
れ
一

対
の
大
き
な
門
歯
が
あ
る
の
が
特

徴
で
、こ
れ
は
一
生
伸
び
続
け
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、 
齧 
る
と
い
う
字
が
つ
い

か
じ

て
い
る
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
は
常
に
何

か
堅
い
も
の
を
か
じ
っ
て
、
前
歯
を

す
り
減
ら
す
習
性
が
あ
り
ま
す
。

も
し
か
じ
ら
な
い
ま
ま
放
置
す
る

と
、
前
歯
が
口
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な

形
に
な
り
、
も
の
を
食
べ
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

一
部
の
地
域
を
除
き
、
地
球
上

に
広
く
分
布
、
生
息
す
る
ネ
ズ
ミ

は
、
そ
の
種
類
も
約
千
八
百
に
も

及
ぶ
と
言
わ
れ
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
一
度
の
出
産
で
多
く
の
子

を
産
む
こ
と
が
で
き
、
わ
ず
か
３
〜

４
週
間
程
度
で
成
熟
し
て
子
を
産

め
る
よ
う
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。「
ネ
ズ
ミ
算
」
と
い
う
言
葉
は
、

ネ
ズ
ミ
の
こ
う
し
た
繁
殖
力
に
由

来
す
る
も
の
で
、「
急
激
に
数
が
増

え
る
こ
と
」を
意
味
し
ま
す
。

こ
と
わ
ざ
に
も
ネ
ズ
ミ
は
、
し
ば

し
ば
登
場
し
ま
す
。
弱
者
で
も
追
い

詰
め
ら
れ
る
と
強
い
も
の
に
逆
襲

す
る
と
い
う
意
味
の
「 
窮
鼠 
猫
を

き
ゅ
う
そ

 
噛 か

む
」
や
、
前
ぶ
れ
の
騒
ぎ
ば
か
り
が

大
き
く
て
、実
際
の
結
果
は
極
め
て

小
さ
い
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
「
大

山
鳴
動
し
て
鼠
一
匹
」
な
ど
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
頭
の
黒
い

鼠
」
と
は
、
頭
髪
の
黒
い
人
間
を
ネ

ズ
ミ
に
な
ぞ
ら
え
て
、も
の
を
盗
む

人
の
こ
と
で
す
。「
鼠
の
嫁
入
り
」は
、

あ
れ
こ
れ
と
選
ん
で
み
て
も
、
結
局

は
変
わ
り
ば
え
し
な
い
と
こ
ろ
に

落
ち
着
く
と
い
う
た
と
え
で
す
。

数
が
多
く
、
農
作
物
や
食
料
を

食
い
荒
ら
す
な
ど
、決
し
て
評
判
が

良
い
と
は
い
え
な
い
ネ
ズ
ミ
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
人
間
に
と
っ
て
身
近
な

動
物
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
鼠

が
逃
げ
出
す
の
を
見
た
ら
そ
の
船

に
は
乗
る
な
」
と
い
う
俗
話
が
あ
り

ま
す
が
、ネ
ズ
ミ
が
逃
げ
出
す
よ
う

な
大
き
な
災
い
が
来
な
い
よ
う
、
今

年
も
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
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�����
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今
年
は 
子 ね 
年 

ど

し

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

月　

日

１２

１０

半
沢

久�

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

月　

日

１２

１０

　

月　

日

１２

１１

�
野

半�

 
明
依 

め

い

 
大
地 

だ
い
ち

さ
ん

さ
ん

湯
沢
町
文
化
財
防
火
デ

湯
沢
町
文
化
財
防
火
デ
ーー

消
防
訓
練
の
実

消
防
訓
練
の
実
施施

１
月　

日
は
、
世
界
的
至
宝
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の

２３

罹
災
し
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
毎
年

こ
の
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
、
全
国
各
地
で
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
、
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

南
魚
沼
地
域
で
も
各
市
町
持
ち
回
り
で
毎
年
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
は
湯
沢
町
が
開
催
地

２０

で
あ
り
、
今
回
は
１
分
団
が
管
轄
す
る
諏
訪
神
社
で
実

施
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
諏
訪
神
社
付
近
で
、
消
防
自

動
車
の
出
動
が
あ
り
、サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。火
災

と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

サ
イ
レ
ン
吹

サ
イ
レ
ン
吹
鳴鳴

１
月　

日（
日
）　

午
前　

時
こ
ろ

２３

１０

諏
訪
消
防
車
庫（
１
分
団
３
部
）の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
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サイレン吹鳴にご注意くださサイレン吹鳴にご注意くださいい


